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カープ若鯉選手

を招いての年末恒

例となった餅つき

大会は、昼までな

ら何とか…と言う

雨の予報の中、大

勢の組長及び各団

体のスタッフの

協力により盛大

に開催しました。

開会前に一区へ

の寄付者表彰を

行い、区長挨拶

の間に来る予定

の選手が20分程

遅れ、スケジュー

ルが少しきつくな

りましたが選手紹

介の後、一区の自

慢でもある「柿の

浦太鼓」で選手を

歓迎しました。 

その太鼓を片付

けてキャッチボールでは、リトルリーグで頑張って

いる子も、野球が初めての子も、選手に目一杯投げ

返していました。それが終わり、杵に持ち替え少し

指導され、いざ、餅つきです。バットの様にはいき

ません。互いの杵が

当たり、ちょっと用

心しながらの餅つき

となりました。 

そして朝、開会し

た時から長蛇の列を

作っていた人々のお

待ちかね、サイン会

と撮影会です。 

こんなに近くで

選手と触れ合え

る事は、そんな

にないはずです。

長い列もあと少

しとなった頃、

雨がポツポツと

落ち始めました

が雨除けシート

の下へ移動し、

なんとかサイン

会が終了しまし

た。 

 次の抽選会で

は、当選者はカ

ープグッズの賞

品をゲット。更に、選手の手袋を特別賞として提供

して頂きました。これは、

珍しい物です。当たった

人は、超ラッキーでした。 

後片付けの時から雨と

なって、スタッフは大変

でしたが、雨の時は、市

民センターのホールを使

用することにしていたの

で、使わず

に済んだこ

とは幸いで

した。 

 選手たち

には、集会

所和室で来

場者に用意した、

ぜんざい、焼牡

蠣、とん汁を食

べて貰いました。

半日ではありま

すが、地域への

ファンサービス

に努めてくれた 2 選手の、今後の活躍を祈ります。     

餅 つ き 大会  
行事推進部会長（餅つき大会担当）  谷口  明 

組長た ちに よ る 餅つ き  

子ど も 達の餅つき  

青柳区長の挨拶  

カープ選手の紹介  

一人暮 ら し の高齢者へ  
カープ選手歓迎の柿の浦太鼓  

カープ選手に よ る餅つ き  

山口選手 と の キ ャ ッ チ ボール  

望海の里の入居者 と 交流  



一区ニュース 

－ P2 － 

1 区女性会と福祉部

会が、クリスマス音楽会

を開きました。住んで

いる近くでプロの音

楽を聞いて頂きたい

というのが開催の目

的です。ジャズボーカリストのシェラーひさみさ

んは、ジャズボーカリストになる！とある大企業

を 30 代に辞めての転身でした。江利チエミさん

のテネシーワルツやクリスマス曲など優しい語りと

歌声に、詰めかけた皆さんもうっとり。「はじめてジ

ャズを聴きましたが、素晴らしかったです」との声

も頂きました。 

 

昨年 9 月 1 日、区民の熱い要望で建設された大野

東市民センターで 1 月 6 日(日）、新年互礼会が開催

され、国会議員婦人、市会議員、学校長、金融機関

支店長らの来賓と、地域団体の代表者ら総勢約 80 人

が集い、新年の門出を祝いました。 

青柳区長の挨拶、市民センター所長の川本氏の乾

杯の音頭から始まり、一年間の出来事のスライドを

見ながら、昨年の反省、今年の抱負を述べて頂き、

新年を迎えた歓喜の中にも和やかに進行していきま

した。今回始めて参加の広信青葉台支店の藤田氏は、

「夏祭のようにできることは何でもお手伝いしま

す。」と力強いお言葉を頂きました。最後に、万年青

会会長の沖村氏の締めで、お開きとなりました。 

 

平成 30 年 12 月 24 日(振休)に子どもサバイバル

教室事業の一つである「サンタクロース訪問事業」

が行われました。夜 7 時より、回覧板での募集にご

応募頂いた、6 組のご家庭を訪問しました。サンタ

クロース役は、宮島口 4 丁目の在住の方にお願いし

たところ、快く引き受けてくださいました。子ども

たちは、最初、事態を飲み込めず茫然となりました

が、やがて嬉しさと興奮で笑顔いっぱいとなりまし

た。保護者の皆様からもご好評で「次回もまた来て

ほしい」との声も頂きました。 

当日は、駅伝の日程と重なり、宮島口駅前での応

援が終わって赤崎公園に移動。今年も風が強く、一

寸心配の

中 14:00

に着火。

炎は一気

に先端へ

と駆け上

がり、や

がて爆竹

音が煩い

ほど。 

ぜんざい、お神酒も用意され、今回も無事楽しく

「とんどまつり」で一年の無病息災を祈りました。                                                                     

主催 赤崎俱楽部 

1 月２０日（日） 

 

 

 
総務部会長  鈴木 一成  

  

1 区女性会  会長 井上佐智子  

  



一区ニュース 

－ P3 － 

新設された大野東市民センターで 1 月 12 日（土）、

組長まちづくり懇談会が開催され、今年度の組長、

役員ら 40 人が集い、一年間の活動を通して感じた

想いなど熱

く語り合う

会となりま

した。青柳

区長挨拶の

後、スライ

ドを見なが

らの一区の事業報告が有りました。今回から会費制

として、弁当を肴にお酒も入り、ほろ酔い気分とな

り議論も白熱し、有意義な懇談会となりました。 

 

                       

         

 

 

1月 4日（金）

新春恒例の新年

会での演奏は、

今年で連続 3 年

となります。子

ども達も楽しみ

にしている演奏

会です。今年度

は、幼児 3 名、小学生 6 名での出演でしたが、子ど

も達の力強い演奏と幼児らの可愛いしぐさに、お年

寄りたちは、眼を細め、顔をくしゃくしゃにして喜

んでくれました。今回、幼児らの出演と言うことで、

幼児らの顔が良く見えるようにと、今までとは違っ

た会場の設営で、子ども達の緊張の中にもやり遂げ

たという安心感が伝わり頼もしく思いました。最後

に子どもら一人一人が自己紹介をし、割れんばかり

の拍手をもらい、また来年もお会いできますよう再

会を誓って会場を後にしました。また、1 月から新

リーダーとなった金本慶人（大野東小学校 6 年）君

を中心に、更に精進してまいりますので、引続き地

域の皆様のご支援をお願いします。なお、柿の浦太

鼓は多くの部員を募集しています。小学生大歓迎！ 

1 月 20 日（日）平和記念公園から 12：30 にスタ

ートし、前空駅東側で折返す 7 区間 48Km を 47 都道

府県の代表選手たちが、熱走を繰広げました。この

日も大勢の駅伝ファンが、大きな声援で盛上げてく

れました。駅伝の結果は、広島が 4 位、良く頑張っ

てくれました。「天皇盃」と言う名の大会が、大野一

区に絡んで開催されることは他に無いので、もっと

応援に行きましょう。 

 

 

 

 

阿品台西・東・北・山の手、阿品台 1～5 丁目、阿

品 1～4 丁目、宮島口東 1・3 丁目と広範囲に渡る通

学路を、16 班に分かれての清掃活動への参加は、今

回で 3 年目となります。い

ろいろと準備を重ねて来

ましたが、開会前からの小

雨で止む無く、中止の挨拶

と成ってしまい、2 年続け

ての中止です。参加予定者

500 名の大野一区に隣接

するコミュニティーの大

イベントでしたが残念で

した。又来年参加します。                               

 

 

 

 

総務部会長  鈴木  一成  

 
望海の里 新年会出演!! 
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昨年 9 月に計画した防災訓練が、秋雨前線による

大雨警報で中止と成ったため、2 月 3 日(日)に再度

計画し、宮島口地域 20 名、宮島口上地域 69 名、福

面地域 114 名、宮島口東地域 105 名の参加者 308 名

とスタッフ 97 名(4 地域防災会・消防署・廿日市警

察・消防団)計 405 名の参加を得て訓練を実施しま

した。 

スタッフは、

9 時前に集合

し  

◎ 避難 所開

設訓練  

◎ 避難 準備

連絡訓練  

◎ 非常 炊出

準備 

をし、10 時の

避難開始に

備えました。 

10 時、4 地域の参加者は、一斉に一次避難場所に

集合して避難行動を開始しました。大野東市民セン

ターに到着した参加者は、安否確認の受付をして多

目的ホールに避難しました。開会式では、青柳区長

から「大野東市民センターの出来た経緯や防災セン

ターとしての機能と役割の説明」がありました。 

10 時 40 分より広島気象台出前講座を鈴木勇次さ

ん(地震津波火山情報調整官)により、「広島県西部の

地震」と題して講演して頂きました。 

講演の項目は、次の通りです。 

◎日本は地震大国 ◎地震の発生構造 ◎岩国－五日

市断層群 ◎広島県西部の地震 ◎地震に備えるポイ

ント  ◎情

報の収集と

決断・行動 

◎他。 

出前講座

後、大野支

所・廿日市

警察署の講評があり、災害に対する訓練や準備の重

要性と地域の取組みに対する期待を示されました。 

12 時から、給食給水班が準備した非常食を食べ、

12 時 30 分

から体験訓

練に移りま

した。 

◎消火訓練 

◎災害救援

車 の 展 示 

◎大野東市

民センター

の防災施設見学 ◎防災グッズ展示・販売。 

雨天の中、多くの参加者が体験訓練に参加されま

したが、雨もあって実施時間を短縮して終了しまし

た。 

協力頂き

ました、廿

日 市 警 察

署・大野消

防署・廿日

市市第 12消

防団・日本

赤十字社広

島県支部・

大野支所・大野東市民センター・アーバンナカガワ・

ナフコ阿品店に感謝します。 

組長による餅つき 

カープ選手の紹介 

一人暮らしの高齢者へ 
カープ選手歓迎の柿の浦太鼓 

野田防災部会長による開会の挨拶 

山口選手とのキャッチボール 

望海の里の入居者と交流 

大野一区防災部会長  野田 崇 

  

避難誘導係（組長）に誘導されて避難所に集合 

受付（安否確認） 

ペット同伴の避難 

避難訓練の講評（ホールに一杯の参加者） 毛布と物干竿で担架作りの指導 

消火訓練 

（消火器使用の指導） 

炊き出し訓練（意外と美味しかったカレーライス） 

乳幼児の 

避難場所 

広島気象台出前講座 

「広島県西部の地震」 


